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コミュニティの紐帯と⾃治はいかにして涵養されるか
アメリカの住宅政策のなかで⼤きな位置を占める「コミュニティ開発法⼈」の活動と、その背景にある
「近隣政府」の思想のなかに、デモクラシーと⾃治の再⽣の契機を⾒出す。
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